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正
副
議
長
を
選
出

６
月
６
日
、
新
井
正
夫
議
長
、

杉
田
茂
実
副
議
長
の
辞
職
に
伴

い
、
正
副
議
長
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

選
挙
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

◇
議
長
選
挙

投
票
総
数　
　
　
　
　

31
票

松
浦　

紀
一
・
・
・
・
29
票

大
山
美
智
子
・
・
・
・
２
票

こ
の
結
果
、
松
浦
紀
一
議
員
が

議
長
に
当
選
し
ま
し
た
。

◇
副
議
長
選
挙

投
票
総
数　
　
　
　
　

31
票

福
田　

勝
美
・
・
・
・
26
票

桜
井
く
る
み
・
・
・
・
２
票

無
効　
　
　

・
・
・
・
３
票

こ
の
結
果
、
福
田
勝
美
議
員
が

副
議
長
に
当
選
し
ま
し
た
。

監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

６
月
11
日
、
議
会
選
出
の
監
査

委
員
に
加
賀
﨑
千
秋
議
員
を
選

任
し
た
い
旨
の
議
案
が
市
長
か

ら
提
出
さ
れ
、
同
意
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

６
月
11
日
、
議
会
が
推
薦
す

る
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
、

林
幸
子
議
員
、
杉
田
茂
実
議
員
、

森
新
一
議
員
を
推
薦
し
ま
し
た
。

大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合
議

会
議
員
の
補
欠
選
挙

６
月
25
日
、
松
本
富
男
議
員
を

大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会

議
員
に
選
出
し
ま
し
た
。

荒
川
北
縁
水
防
事
務
組
合
議

会
議
員
の
補
欠
選
挙

６
月
25
日
、
新
井
正
夫
議
員
を

荒
川
北
縁
水
防
事
務
組
合
議
会

議
員
に
選
出
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
委
員
お
よ
び
議

会
運
営
委
員
会
委
員
を
選
任
、

正
副
委
員
長
互
選

各
常
任
委
員
会
委
員
、
議
会
運

営
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に

よ
り
次
の
議
員
を
選
任
し
、
正
副

委
員
長
の
互
選
を
行
い
ま
し
た
。

（
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
）

議
長
に
松
浦
紀
一
議
員
、副
議
長
に
福
田
勝
美
議
員
を
選
出

議
長
に
松
浦
紀
一
議
員
、副
議
長
に
福
田
勝
美
議
員
を
選
出

6
月
市
議
会
定
例
会
は
、
6
月
6
日
か
ら
6
月
25
日
ま
で
の

20
日
間
を
会
期
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、「
熊

谷
市
暴
力
団
排
除
条
例
」
な
ど
の
市
長
提
出
議
案
20
件
を
審
査

し
、
13
件
を
原
案
可
決
、
5
件
を
承
認
、
2
件
の
人
事
案
件
に

同
意
し
ま
し
た
。

6
月
6
日
に
は
正
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
新
し
い
正
副
議

長
を
選
出
し
ま
し
た
。

平成25年　第2回

定例会
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12須永　宣延 11 杉田　茂実
副委員長
4林　　幸子

委員長
2閑野　高広

31 栗原　健曻 22 礒﨑　　修 16 松本貢市郎 15 桜井くるみ

委員長
3守屋　淳

副委員長
9山田　忠之 19 森　新一 20 富岡　信吾

議
会
運
営
委
員
会

　

（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

◎
松
本
貢
市
郎　

○
須
永　

宣
延

　

閑
野　

高
広　
　

守
屋　
　

淳

　

山
田　

忠
之　
　

黒
澤
三
千
夫

　

桜
井
く
る
み　
　

礒
﨑　
　

修

　

松
岡　

兵
衛　
　

栗
原　

健
曻

永
年
勤
続
議
員
表
彰
さ
れ
る

全
国
並
び
に
埼
玉
県
市
議
会
議

長
会
か
ら
、
次
の
議
員
が
永
年
勤

続
議
員
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

〔
10
年
以
上
勤
続
表
彰
〕

（
写
真
右
か
ら
）

松
浦　

紀
一
議
員

松
本
貢
市
郎
議
員

三
浦　

和
一
議
員

大
山
美
智
子
議
員

富
岡　

信
吾
議
員

常任委員会の構成が新しくなりました

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

都
市
建
設
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

環
境
産
業
常
任
委
員
会

8 大嶋　和浩 5関口　弥生
副委員長
10黒澤三千夫

委員長
6野澤　久夫

30 大久保照夫 27 新井　昭安 26 加賀﨑千秋 23 松岡　兵衛

所　管
市長公室、総合政策部、総務部、契約室、出納室、消防本部、教育委員会、
選挙管理委員会、公平委員会、監査委員および固定資産評価審査委員
会の所管に関する事項並びに他の常任委員会の所管に属さない事項

委員長
7原口　健二

副委員長
1小池　　厚 13 小林　一貫 17 三浦　和一

所　管

市民部および福祉部の所管に関する事項

所　管

環境部、産業振興部および農業委員会の所管に関する事項

所　管

都市整備部、建設部および水道部の所管に関する事項

（数字は議席番号）

18大山美智子 24 松本　富男 28 小林　甚一

21 福田　勝美 25 新井　正夫 29 新井　清次



25．8．1　くまがや市議会だより　第32号 4

市
長
の
提
案
説
明

初
日
（
６
月
６
日
）
の
本
会
議

で
は
、
市
長
か
ら
次
の
よ
う
な
提

案
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

「
今
年
の
春
は
変
動
が
激
し

く
、
桜
の
花
も
翻
弄
さ
れ
た
様
子

だ
っ
た
が
、
５
月
は
気
候
も
安
定

し
、
エ
コ
ラ
イ
フ
フ
ェ
ア
や
Ｂ
級

グ
ル
メ
大
会
な
ど
、
初
夏
の
事
業

が
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、

６
月
２
日
か
ら
は
イ
ン
バ
ー
カ
ー

ギ
ル
市
長
ら
を
お
迎
え
し
、
姉
妹

都
市
提
携
20
周
年
記
念
の
調
印
式

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

国
宝
と
な
っ
た
聖
天
堂
の
見
学

な
ど
日
本
文
化
に
触
れ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
お
互
い
の
交
流
を

深
め
、
昨
日
一
行
は
帰
国
の
途
に

着
い
た
。

こ
の
20
年
に
わ
た
る
交
流
は
、

議
員
の
皆
様
方
を
は
じ
め
官
民
の

幅
広
い
取
り
組
み
が
あ
っ
て
こ
そ

培
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
関
係
者

の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
新
た
な
未
来
に
向
け

て
、
よ
り
一
層
、
国
際
理
解
の
精

神
を
市
民
生
活
の
中
に
育
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

さ
て
、
季
節
は
い
よ
い
よ
夏
を

迎
え
、
す
で
に
ニ
ュ
ー
ス
等
で
も
、

「
暑
い
」
熊
谷
が
「
熱
く
」
報
道

さ
れ
て
い
る
。
熊
谷
の
夏
は
多
く

の
祭
り
で
賑
わ
う
活
気
あ
ふ
れ
る

元
気
な
夏
だ
が
、
厳
し
い
暑
さ
へ

の
対
応
も
必
要
で
あ
る
。

本
市
は
、
こ
れ
ま
で
も
先
進

的
な
暑
さ
対
策
を
進
め
て
き
た

が
、
今
年
も
、
熱
中
症
対
策
を

様
々
な
方
法
で
呼
び
か
け
、
市
民

の
健
康
な
暮
ら
し
を
守
る
と
と
も

に
、
官
民
一
体
で
取
り
組
ん
で
い

る
「
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
く
ま
が
や
」

を
さ
ら
に
進
め
、
節
電
や
地
域
振

興
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
７
月
か
ら
は
、
熊
谷

駅
に
電
光
掲
示
板
を
設
置
し
て
広

く
健
康
に
対
す
る
注
意
を
喚
起
す

る
と
と
も
に
、
市
内
の
様
々
な
催

し
物
の
紹
介
や
観
光
客
の
誘
導
に

も
活
用
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、

夏
を
中
心
と
し
て
電
力
需
要
が

ひ
っ
迫
し
、
全
国
的
な
節
電
対
策

が
行
わ
れ
て
き
た
。
新
た
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
が
急
が
れ
る
中
、
改

め
て
自
分
た
ち
の
生
活
様
式
を

見
直
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
節

電
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

に
努
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。
本
市
で
は
、
こ

の
６
月
か
ら
、
51
の
施
設
に
つ
い

て
、
よ
り
効
率
的
に
電
力
の
供
給

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
特
定

規
模
電
気
事
業
者
と
の
契
約
に

切
り
替
え
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の

結
果
、
年
間
２
千
万
円
以
上
の
経

費
節
減
が
期
待
で
き
る
。
一
方
、

市
有
施
設
の
屋
根
や
市
有
地
に

つ
い
て
は
、
太
陽
光
発
電
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
発
電
事
業

者
に
貸
し
付
け
る
た
め
、
基
本
協

定
を
結
ぶ
な
ど
の
手
続
き
を
進

め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
本
年
度

中
に
は
、
大
規
模
太
陽
光
発
電
施

設
が
稼
動
し
、
一
般
家
庭
２
千
世

帯
以
上
の
需
要
に
相
当
す
る
電

力
が
発
電
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
施
設
を
学
習
の

場
と
し
て
活
用
し
た
り
、
海
外
に

本
社
の
あ
る
企
業
に
お
い
て
は

文
化
交
流
の
機
会
を
提
供
く
だ

さ
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
提

案
も
い
た
だ
い
て
い
る
。
「
快
晴

日
数
日
本
一
」
の
本
市
の
魅
力
を

活
か
し
た
取
り
組
み
と
し
て
、
規

模
的
に
も
、
内
容
的
に
も
全
国
に

先
駆
け
た
試
み
に
な
る
と
思
わ

れ
る
の
で
、
Ｐ
Ｒ
と
と
も
に
、
産

業
振
興
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

さ
て
、
景
気
の
動
向
に
目
を
向

け
て
み
る
と
、
先
月
内
閣
府
が
発

表
し
た
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
実

質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
の
成

長
率
は
０‧

９
％
、
年
率
換
算
で

３‧

５
％
の
増
で
、
２
四
半
期
連

続
の
プ
ラ
ス
と
な
り
、
ま
た
、
５

月
の
月
例
経
済
報
告
で
の
景
気
の

基
調
判
断
も
「
緩
や
か
に
持
ち
直

し
て
い
る
」
と
さ
れ
た
。
民
間
調

査
会
社
が
行
っ
た
県
内
企
業
の
意

識
調
査
の
結
果
に
お
い
て
も
、
４

社
に
１
社
が
、
個
人
消
費
の
回
復

や
公
共
事
業
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

本
年
度
は
「
増
収
増
益
」
に
な

る
と
予
想
し
て
い
る
。
現
在
、
政

府
の
積
極
的
な
金
融
政
策
に
伴
い
、

円
レ
ー
ト
や
株
価
の
変
動
が
毎
日

報
道
さ
れ
て
お
り
、
輸
出
産
業
を

中
心
に
企
業
収
益
は
好
転
し
て
い

る
様
子
で
あ
る
。
私
は
、
こ
の
景

気
回
復
の
動
き
が
本
物
と
な
る
よ

う
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、

浮
か
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
ず
は
足

元
を
し
っ
か
り
と
固
め
る
こ
と
が

何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
引
き
続
き
、
着
実
に
地
域

経
済
の
活
性
化
と
財
政
の
健
全
化

を
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

今
定
例
会
に
提
案
す
る
議
案

に
つ
い
て
、
ま
ず
、
今
回
の
補
正

予
算
は
、
ま
だ
年
度
開
始
間
も

な
い
時
期
な
の
で
、
国
の
執
行
予

算
に
伴
い
早
急
に
対
応
が
必
要
と

な
っ
た
事
業
を
計
上
し
た
。
初
め

に
、
歳
出
に
つ
い
て
、
農
林
水
産

業
費
に
お
い
て
、
国
の
補
助
制
度

に
基
づ
き
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
経
営
体
が
、
融

メガソーラー発電施設の
設置予想図
（準用河川新奈良川第2調節池）

交通安全宣言都市・くまがや
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資
を
受
け
て
農
業
用
機
械
等
を
購

入
し
、
経
営
改
善
に
取
り
組
む
場

合
を
対
象
と
す
る
補
助
金
、
お
よ

び
農
業
用
た
め
池
の
耐
震
性
等
の

状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
一
斉
点

検
の
委
託
料
を
計
上
す
る
も
の
で

あ
る
。
土
木
費
に
お
い
て
は
、
熊

谷
さ
く
ら
運
動
公
園
内
の
野
球
場

の
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
を
す
べ
て
電
光

掲
示
に
改
修
す
る
工
事
や
、
屋
内

プ
ー
ル
の
設
備
改
修
等
の
工
事
の

費
用
を
計
上
し
た
。
こ
れ
は
、
国

の
緊
急
経
済
対
策
に
伴
い
交
付
さ

れ
る
「
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
」

を
活
用
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化

と
雇
用
の
創
出
に
資
す
る
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で

あ
る
。
教
育
費
に
お
い
て
は
、
英

語
教
育
お
よ
び
道
徳
教
育
に
つ
い

て
国
の
委
託
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
研
究
に
取
り
組
む
た
め
に
必

要
な
経
費
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
民
の
皆
様
か
ら
い

た
だ
い
た
寄
附
金
を
市
民
し
あ

わ
せ
基
金
、
ふ
る
さ
と
熊
谷
の
祭

り
応
援
基
金
、
み
ど
り
の
基
金
に

そ
れ
ぞ
れ
積
み
立
て
る
も
の
で
あ

る
。
併
せ
て
、
ふ
る
さ
と
熊
谷
の

祭
り
応
援
基
金
へ
の
寄
附
を
活
用

し
、
観
光
協
会
へ
の
補
助
金
を
追

加
す
る
も
の
で
あ
る
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の

事
業
の
財
源
と
し
て
、
国
・
県
支

出
金
、
寄
附
金
な
ど
の
特
定
財
源

と
併
せ
て
、
前
年
度
繰
越
金
を
充

て
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
債
務
負

担
行
為
に
つ
い
て
、
平
成
25
年
度

末
に
、
市
内
一
部
地
域
の
一
般
廃

棄
物
等
の
収
集
運
搬
業
務
委
託
の

契
約
が
期
限
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

新
た
な
契
約
の
手
続
き
を
行
う
た

め
に
、
債
務
負
担
行
為
を
設
定
す

る
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
一
般
議
案
に
つ
い
て
は
、

市
民
生
活
の
安
全
と
平
穏
を
確
保

し
、
社
会
経
済
活
動
の
健
全
な
発

展
に
寄
与
す
る
た
め
、
暴
力
団
排

除
活
動
の
推
進
に
関
し
て
必
要
な

事
項
を
定
め
る
「
熊
谷
市
暴
力
団

排
除
条
例
」
な
ど
の
議
案
を
提
出

す
る
。」

審
議
の
概
要

　

６
月
11
日
の
本
会
議
で
は
条
例

案
や
補
正
予
算
案
に
対
す
る
質
疑

が
行
わ
れ
た
後
、
各
議
案
は
所
管

の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
。
12
日
に
は
総
務
文
教
常
任
委

員
会
及
び
環
境
産
業
常
任
委
員
会

に
お
い
て
、
ま
た
13
日
に
は
市
民

福
祉
常
任
委
員
会
お
よ
び
都
市
建

設
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
付
託

さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
終
日

（
25
日
）
の
本
会
議
で
は
、
各
常

任
委
員
長
か
ら
案
件
審
査
の
経
過

お
よ
び
結
果
が
報
告
さ
れ
、
質
疑
、

討
論
を
行
い
、
追
加
議
案
の
「
熊

谷
市
職
員
の
給
与
の
臨
時
特
例
に

関
す
る
条
例
」
を
は
じ
め
、
市
長

提
出
議
案
を
す
べ
て
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
人
権
擁

護
委
員
候
補
者
に
つ
い
て
同
意
し
、

６
月
定
例
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

各
議
案
の
審
議
結
果
は
次
の
表

の
と
お
り
で
す
。

議案
番号

　　　　　　　　　　　　　　　　　議席番号、議員名

　　　　　　議案件名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

審議結果

小
池　

厚

閑
野
高
広

守
屋　

淳

林　

幸
子

関
口
弥
生

野
澤
久
夫

原
口
健
二

大
嶋
和
浩

山
田
忠
之

黒
澤
三
千
夫

杉
田
茂
実

須
永
宣
延

小
林
一
貫

松
浦
紀
一

桜
井
く
る
み

松
本
貢
市
郎

三
浦
和
一

大
山
美
智
子

森　

新
一

富
岡
信
吾

福
田
勝
美

礒
﨑　

修

松
岡
兵
衛

松
本
富
男

新
井
正
夫

加
賀
﨑
千
秋

新
井
昭
安

小
林
甚
一

新
井
清
次

大
久
保
照
夫

栗
原
健
曻

第40号
専決処分の承認を求めることについて（平成 24年度熊谷市一
般会計補正予算（第 6号））

承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※
議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

〇 〇 〇 〇 〇 〇

第41号
専決処分の承認を求めることについて
（平成 24年度熊谷市公共用地先行取得特別会計補正予算（第 2号））

承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第42号
専決処分の承認を求めることについて（平成 24年度熊谷市熊
谷都市計画事業土地区画整理事業特別会計補正予算（第 2号））

承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第43号
専決処分の承認を求めることについて
（熊谷市都市計画税条例の一部を改正する条例）

承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第44号
専決処分の承認を求めることについて
（熊谷市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第45号 平成 25年度熊谷市一般会計補正予算（第 1号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※
議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第46号 熊谷市災害派遣手当等の額に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第47号 熊谷市児童福祉審議会条例の一部を改正する条例 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第48号 熊谷市立児童クラブ条例の一部を改正する条例 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第49号 熊谷市ホームヘルプサービス条例を廃止する条例 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第50号 熊谷市暴力団排除条例 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第51号 熊谷市特別用途地区内における建築物の制限等に関する条例 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第52号
工事請負契約の締結について
（熊谷市立熊谷西小学校屋内運動場建築工事）

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第53号
工事請負契約の締結について
（熊谷市立佐谷田小学校屋内運動場建築工事）

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第54号
工事請負契約の締結について
（熊谷市立桜木小学校屋内運動場建築工事）

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第55号 市道路線の認定について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第56号 市道路線の廃止について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第57号 熊谷市監査委員の選任について 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第58号 熊谷市職員の給与の臨時特例に関する条例 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 欠 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第59号 人権擁護委員候補者の推薦について 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

平成 25年第２回定例会　審議結果　　　　　　○：賛成、×：反対、欠：欠席、退：退席

男女共同参画宣言都市・くまがや




